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―
こ
の
ま
ち
は

　
長
い
長
〜
い
歴
史
に

　
守
ら
れ
て
き
た
ん
だ
よ

―
こ
れ
か
ら
も
、

　
だ
よ
ね
？
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住み慣れた地域で、生き生きと暮らしたい―

それはおそらく誰もが抱く願いです。

将来、全ての人がこの願いをかなえられる

そんなまちを築けたなら

とても幸せなことだと思いませんか。

６年前。４つの町に築かれたたくさんの財産は

坂井市誕生とともに、そのまま市に引き継がれました。

住民生活の向上という

同じ目的で整備してきた「公共施設」もその一つ。

今、その老朽化が進んでいます。

近い将来、市内にある公共施設の多くが

大規模な改修や改築を迫られます。

少子高齢化が進み、ライフスタイルも多様な現代。

公共施設のあり方は、果たして

これまでと同じでいいのでしょうか。

市は、『公共施設マネジメント白書』を作成しました。

皆さんの暮らしが、いつの時代も

心豊かで生き生きとしたものであってほしいから。

今が、改善へのスタートライン。

一緒に話しましょう、公共施設の「これから」を。

～坂井市の選択～～坂井市の選択～

公共施設のこれからを話そう

克
服

り
を
克

２
年
が
か
り
　
〜
縦
割
り

２
年
が
か
り

有
す
る

が
所
有

書
を
作
る
上
で
、市
が

書
を
作

施
設
の
棟
数
、大
き
さ
、築
年
数
、

施
設
の
棟
数
、大
き
さ
、築

耐
震
な
ど
の
情
報
、用
途
、利
用
・
運
営
状

況
、コ
ス
ト
な
ど
、膨
大
な
デ
ー
タ
を
把

握
し
整
理
。数
値
を
客
観
的
に
　
見
え
る

化
　
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、そ
の
建
物
に
必
要
と
さ
れ

る
費
用
一
つ
に
し
て
も
、行
政
特
有
の「
縦

割
り
」が
弊
害
と
な
り
、把
握
す
る
こ
と

は
容
易
に
は
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
例
え
ば
、こ
ん
な
壁
が
あ
り
ま
し
た
。

・
必
要
経
費
で
も
光
熱
水
費
、修
繕
料
な

ど
は
各
担
当
課
が
把
握

・
必
要
経
費
で
も
人
件
費
は
職
員
課
、建

設
の
た
め
に
借
り
た
お
金
の
償
還
金

は
財
政
課
が
把
握

・
間
接
的
に
か
か
る
経
費
、減
価
償
却
費

は
費
用
と
い
う
認
識
が
な
い

　
施
設
の
実
態
は
、こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を

一
元
化
し
て
初
め
て
見
え
て
き
ま
す
。

　
坂
井
市
の
白
書
は
、２
年
が
か
り
で
こ

れ
を
可
視
化
し
ま
し
た
。

白白

子

育
施
設
や
ス
ポ
ー
ツ
施

育
て
・
教
育

設
、公
民
館
な
ど
市
内
に
は
多
く

の
公
共
施
設
が
あ
り
ま
す
。一
言
で
公
共

施
設
と
い
っ
て
も
、そ
の
用
途
や
規
模
、

利
用
率
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。

　
公
共
施
設
は
、私
た
ち
の
共
有
財
産
。

財
産
が
多
い
の
は
豊
か
さ
の
象
徴
で
あ

る
反
面
、維
持
に
莫
大
な
お
金
が
か
か
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。し
か
も
、

こ
れ
ら
の
全
て
を
十
分
に
活
用
さ
れ
て

い
る
か
と
い
う
と
、必
ず
し
も
そ
う
で
は

な
い
こ
と
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
施
設
の
活
用
法
を
皆
さ

ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
く
た
め
の
根
拠

と
し
て
完
成
し
た
の
が
、『
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
白
書
』（
以
下「
白
書
」）で
す
。

施
設
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で

な
く
、「
有
効
活
用
に
向
け
た
視
点
・
方
針
」

を
示
し
、市
民
の
皆
さ
ん
や
議
会
と
の
意

見
交
換
会
、勉
強
会
で
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、施
設
・
用
途
別
に「
あ
り
方
・
改
善
の

方
向
性
」を
定
め
て
い
る
の
が
特
長
で
す
。

″

稼
働
率
は
施
設
・
部
屋
ご
と
に

書
で
は
、施
設
ご
と
・
施
設
の
部

屋
ご
と
に
稼
働
率
を
算
出
し
ま
す
。

つ
ま
り
、利
用
可
能
な
時
間（
１
時
間
・
午

前
・
午
後
・
夜
間
な
ど
の
貸
し
出
し
単
位
）

を
１
コ
マ
と
し
て
、実
際
に
何
コ
マ
利
用

さ
れ
た
の
か
、部
屋
の
稼
働
率
を
把
握
。

さ
ら
に
、貸
出
可
能
な
部
屋
数
分
を
加
味

し
て
、施
設
全
体
の
稼
働
率
を
把
握
す
る
、

と
い
う
考
え
方
で
す
。

　
そ
う
す
る
こ
と
で
、

・
会
議
室
の
稼
働
は
高
く
、ホ
ー
ル
の
稼

働
は
低
い

・
調
理
室
の
稼
働
は
１
カ
月
に
数
回

・
平
日
は
夕
方
以
降
、日
曜
日
な
ら
日
中

の
稼
働
が
多
い

と
い
う
具
合
に
、施
設
そ
の
も
の
や
部
屋

別
の
実
態
が
見
え
て
き
ま
し
た
。こ
れ
に

よ
り
例
え
ば
、必
要
な
時
間
の
み
開
館
す

る
、必
要
な
時
間
帯
だ
け
人
員
配
置
す
る

と
い
う
よ
う
に
、今
後
の
費
用
対
効
果
の

戦
略
も
見
い
だ
せ
ま
す
。

″

白
書

ト
白

ジ
メ
ン

公
共
施
設
マ
ネ
ジ

２
つ

は
２

い
る
理
由

一
歩
進
ん
で
い

　
改
善
の
方
向
性
を
示
す
道
し
る
べ

『
白
書
』

例）会議室1つ・調理室1つがあるＡ施設
の場合
  午前(1)      午後(1)      夜間(1)
年間利用可能コマ数は、
最大3コマ×360日稼働

＝1,080コマです。
■毎日夜間の利用がある会議室の年間
稼働率は
　1コマ×360日÷1,080コマ≒33％
■週に1回午後しか利用のない調理室
の年間稼働率は
　1コマ×4週×12カ月÷1,080コマ

≒4％
　Ａ施設全体の年間稼働率は、2部屋分(会
議室と調理室で2,160コマ)を加味する
ので、18.6％に。

普通会計財産内訳（評価額ベース）

0.3%

2.0%

1.4%

66.5%

16.6%

13.2%

普通財産建物

普通財産土地

公共用財産建物

公共用財産土地

公有財産建物

公有財産土地

行政サービスを行う普通財産以外の財産は83％。その有効活用が求められて
います。

今ある施設の維持管理に必要な年間約40億円の7割は、税金。施設を利用する・
しないに関わらず間接的に負担していただいています。

高度経済成長期に集中して建設されたものが多く、すでに築30年が経過して
います。あと10年もすると　改修・改築ラッシュ″になります。

坂井市の公共施設は
271施設・633棟。
延べ床面積は、東京ドーム8個分！

白書では、そのうち日常的に
利用のある144施設を分析。

市民の7割が
見直しが必要と回答。市民の約6割以上が、使

用料を据え置き、統廃
合はやむを得ないと回答。

利用者の4割以上が、使
用料を据え置き、統廃
合はやむを得ないと回答。

利用者も6割以
上が、見直し
が必要と回答 。

～坂井市の選択～

公共施設のこれからを話そう

具体的な改善方針を、
中長期で捉えて明記
しています。

経費内訳

公共施設に要する経費内訳

財源の内訳

国・県支出金 1億9,100万円

材料等の
実費負担
使用料
手数料

5億 3,800万円
　利用者負担
分は3割弱と
なっています5億 2,900万円

税金
27億600万円

68.3%

年 間 3 9 億 6 千 万 円

原材料費等　3億7,400万円

維持補修費　2,000万円

（9.4%）→

（0.5%）→

（  4.8%）

←（13.6%）

←（13.3%）

人件費

21億 500万円

（53.1%）

物件費

14億 6,500万円

（37.0%）

7
割
近
く
が
税
金
で
す
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政
改
革
の
一
環
で
」「
東
日

本
大
震
災
を
教
訓
に
」。き
っ

か
け
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、公
共
施

設
の
あ
り
方
を
追
究
す
る
議
論
は
、

実
は
全
国
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
香
川
県
坂
出
市
は
今
年
４
月
、駅

前
の
大
型
ス
ー
パ
ー
の
空
き
フ
ロ
ア

に
公
民
館
を
移
転
し
ま
し
た
。

　
築
50
年
以
上
経
っ
た
公
民
館
の
老

朽
化
は
著
し
く
、東
日
本
大
震
災
を

機
に
耐
震
化
改
修
を
検
討
し
た
も
の

の
、近
い
将
来
建
て
替
え
は
必
至
。「
億

単
位
の
経
費
を
捻
出
す
る
よ
り
、耐

震
性
が
確
保
さ
れ
た
既
存
の
民
間
施

設
を
活
用
し
た
方
が
効
率
的
」（
同
市

教
育
委
員
会
）と
し
て
、「
改
修
・
改
築
」

と
い
う
発
想
を
転
換
し「
民
間
施
設

で
の
間
借
り
」を
決
め
ま
し
た
。

「
行

学施
一
気
に
到
来
す
る
　
改
修
ラ
ッ
シ
ュ

一
気
に
到
来
す
る

こ
れ
を
ど
う
見
る

校
、子
育
て
、ま
ち
づ
く
り
…
。市

内
に
は
、市
の
重
要
施
策
に
関
連

す
る
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
学
校
だ
け
で
な
く
ほ
か
の
公
共
施
設
も
、

本
来
同
じ
よ
う
に
耐
震
化
が
必
要
で
す
。

　
し
か
し
、３
ペ
ー
ジ
に
示
し
た
よ
う
に
、

そ
の
多
く
が
古
い
耐
震
基
準
で
高
度
経

済
成
長
期
に
集
中
し
て
建
設
。半
数
が
築

30
年
以
上
を
経
過
し
て
い
ま
す
。

　
白
書
の
試
算
で
は
、今
あ
る
全
施
設
を

安
全
に
維
持
し
続
け
よ
う
と
す
れ
ば
、今

後
40
年
間
で
1
8
4
9
億
円
と
い
う
莫

大
な
費
用
が
改
修
な
ど
に
必
要
で
す
。

そ
れ
が
 
白
書
に
示
し
た
方
針

設
の
機
能
の
中
に
は
、時
代
と
と

も
に
必
要
性
が
薄
れ
て
き
た
も

の
も
あ
れ
ば
、今
後
も
維
持
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
機
能
も
あ
り
ま
す
。

　
残
す
べ
き
は
、施
設
そ
の
も
の
な
の
か
、

機
能
な
の
か
。老
朽
施
設
に
あ
っ
た
機
能

を
別
の
施
設
で
補
っ
た
り
、移
行
し
た
り
。

新
し
い
時
代
に
あ
っ
た
環
境
を
、皆
さ
ん

自
身
が
き
ち
ん
と
見
極
め
る
た
め
に
も
、

白
書
を
活
用
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。

　
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
も
今
年
１
月
、

耐
震
強
度
不
足
が
判
明
し
た
区
役
所

庁
舎
を
、区
内
に
あ
る
大
型
商
業
施

設
の
３
・
４
階
を
借
り
上
げ
て
移
転

し
ま
し
た
。

 

三
重
県
津
市
は
今
年
度
、老
朽
化

で
耐
震
性
が
危
ぶ
ま
れ
る
公
民
館
や

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
、大
型

商
業
施
設
の
２
・
３
階
部
分
を
取
得

し
、順
次
移
転
す
る
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
選
択
が
、費
用
対
効
果

を
上
げ
、商
業
施
設
の
空
洞
化
対
策

や
ま
ち
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

思
い
切
っ
た
発
想
の
切
り
替
え
は

全
国
で
も

建
物
か
機
能
か

『
選
択
』　

「機能」確保へ①
特定の地域だけで
利用する施設は
その地域へ引き継ごう

公共施設を全部
維持するとしたら
莫大な改修費用が

必要

～坂井市の選択～

公共施設のこれからを話そう
～坂井市の選択～

公共施設のこれからを話そう

今の時代にちょうどいい
施設のスタイルと機能の
生かし方―。
そのヒントが白書に。

「機能」確保へ②
民間でできることは
民間にお願いしよう

「機能」確保へ③
稼働率の低い施設の機能は
なるべく集約して、効率よく
利用できるようにしよう

サービスの内容や… 利便性を下
げないため

にも…

施設の合理化と市民協働へ
　市が19年度から取り組んでいる
行政改革。指定管理者制度の導入や
民営化など、施設の維持より機能の
維持を優先することで、効果や新た
な可能性が見えています。

　「保育所と幼稚園」。同じ子育て施設でも、共

働き家庭の増加などに伴って、近年は特に、低

年齢から預けられて保育時間も長い保育所の

入所率が高まっています。

　ニーズの高まりに対応するため、市では保育

所の民営化を進めています。同じ保育料で、国

が定める保育メニューに加え、民間独自のサー

ビスも受けられるようになります。

　また、幼稚園を保育所と一体化していくこと

で、子どもの社会性が育つだけでなく保護者の

選択肢も広がります。もちろん、老朽化や入園

率が低い施設の経費の削減にもつながります。

民 営化する・一体化する

幅広い保育ニーズに対応

　地域に根づく「公民館」。

　高椋公民館のように、市

役所丸岡庁舎内に“同居”

する形で、建物を有効活用

している施設もあります。

　将来、社会教育や生涯学

習という枠を超え、「コミュ

ニティーセンター」として

利用目的の幅を広げれば、

まちづくりや健康増進など

の拠点スペースとして活用

でき、利用価値が高まります。

垣 根を超える

コミュニティーセンター化

　「坂井中学校」を例に見

てみると、体育館は、夜間

は地域に開放。スポーツ団

体などの活動の場として利

用されています。

　現在、耐震化に合わせて

坂井図書館を併設する工事

が進行中。施設の経費削減

はもちろん、学校の蔵書を

さらに補う分野や量の図書

を身近に借りられるように

なります。

複 合化する

学校に市民図書館を併設

三国保健センターは、三国総合支所
の2階部分を有効活用しています。 温泉や観光、農業、体育施設は指定

管理者へ。独自のサービスを展開。 子ども健全育成や故郷発見分野に
NPOのノウハウが生きています。

（写真提供：埼玉県さいたま市）

まち協を中心に、健康で安全安心な
住み良い地域づくりが進んでいます。
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遊遊遊遊遊遊戯遊戯戯戯戯戯戯戯戯戯遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊戯遊遊戯遊戯戯戯戯戯戯戯戯戯戯戯戯戯戯室戯室室戯室室室室室室室室室室室遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊戯遊遊戯遊戯戯戯戯戯戯戯戯戯戯戯戯戯戯室戯室室戯室室室室室室室室室室室遊遊遊遊遊遊戯遊戯戯戯戯戯戯戯戯室戯室室室室室室

会議室

児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童童童童室童室室童室室室室室室室室室室室児児児児児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童童童童室童室室童室室室室室室室室室室室児児児児児児児童童童童童童童室童室室室室室室

ススススススススタススタタタタタタタタタジジジジジジジジオジジオオオオオオオオオオオスススススススススススタススタスタタタタタタタタタタタタタジジジジジジジジジジジオジジオジオオオオオオオオオオオオオオオオススススススタスタタタタタタタタタジジジジジジジジオジジオオオオオオオオオオオ

体体体体体体育体育育育育育育育育館育館館館館館館体体体体体体体体体体体育体体育体育育育育育育育育育育育育育育館育館館育館館館館館館館館館館館体体体体体体体体体体体育体体育体育育育育育育育育育育育育育育館育館館育館館館館館館館館館館館

会議室

避難所にも指定されて
いるスポーツ施設

私たちは
それまでと
変わりなく
活動できます。

老朽施設の
機能を、
ほかの施設で
補ったり…

移行したりすることで…

児児児児児児児児児児児児児児児児児児童児児童児童童童童童童童童童童童童童童室童室室童室室室室室室室室室室室児児児児児児児児児児児童児児童児童童童童童童童童童童童童童童室童室室童室室室室室室室室室室室児児児児児児童児童童童童童童童童室童室室室室室室調理室

会議室

ホール

図書室
会議室

まちづくり活動の
拠点となる施設

工工工工工工工工工工工　工 房房房房房房房房房房房房工工工工工工工工工工工工工工工工工工 房房房房房房房房房房房房房房房房房房工工工工工工工工工工工工 房房房房房房房房房房房房

ホール

調理室

産業振興の拠点施設

（写真提供：三重県津市）

移転を機に、利用時間をスーパーの開
館時間と同じに

（写真提供：香川県坂出市）

有効活用
の

有効活用
の

一例です一例です

建物のもともとの用途は違っても、
部屋の機能が同じであることに着目。
集約すれば、施設自体をより効率的
に使えます。

改善の3つの柱…

″

″

耐震性のない
老朽化した施設設設施設
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私
の
住
む
春
江
東
部
地
区
は
、

市
内
で
も
数
少
な
い
人
口
増
加
地

域
。活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
と
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
諸
団
体
が

熱
心
に
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
る

地
域
で
あ
り
な
が
ら
、公
民
館
が

と
て
も
手
狭
で
す
。

　
そ
こ
で
、住
民
の
多
く
が
参
加

す
る
行
事
は
、近
く
の
体
育
施
設

を
利
用
し
て
い
ま
す
。公
民
館
は

手
狭
で
も
、そ
の
機
能
を
利
用
可

能
な
他
の
施
設
で「
補
完
」で
き
れ

ば
十
分
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
は
、住

民
が
気
楽
に
参
加
で
き
る
環
境
づ

く
り
と
、ま
ち
づ
く
り
を
担
え
る

人
材
の
育
成
が
課
題
。地
域
協
働

社
会
の
充
実
に
向
け
て
、行
政
が

市
民
に
何
を
す
る
の
か
、で
は
な
く
、

市
民
が
地
域
の
た
め
に
何
が
で
き

る
か
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。

　
日
本
に
は
、な
い
よ
り
あ
っ
た
方
が
い
い

と
い
う
独
特
の
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。ま
ち

の
事
業
も
、市
税
だ
け
で
行
っ
て
い
れ
ば
、

市
民
に
も「
や
り
す
ぎ
」が
見
え
や
す
い
で

す
が
、国
か
ら
の
地
方
交
付
税
が
あ
る
た
め

ま
ち
に
お
金
が
あ
る
よ
う
に
見
え
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
。こ
れ
も
、も
と
も
と
は
皆
さ
ん

が
払
う
所
得
税
や
法
人
税
な
ど
。結
局
は
皆

さ
ん
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

　
私
が
志
木
市
長
だ
っ
た
こ
ろ
、老
朽
化
し

た
プ
ー
ル
を
廃
止
し
ま
し
た
。健
康
づ
く
り

教
室
な
ど
の
利
用
者
に
は
、民
間
の
ジ
ム
と

の
連
携
を
打
ち
出
し
、利
用
券
を
発
行
す
る

な
ど
利
便
性
を
確
保
し
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん

市
民
の
声
を
聞
い
て
の
こ
と
。利
用
す
る
人

が
行
政
と
一
緒
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
す
。

　
古
き
良
き
上
り
坂
の
時
代
と
違
っ
て
、今

は
下
り
坂
・
縮
小
の
時
代
。既
存
の
施
設
が

古
く
な
る
時
期
が
重
な
っ
て
い
る
こ
と
、水

道
や
道
路
、橋
も
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
。厳

し
い
状
況
を
誰
か
が
訴
え
、市
民
・
議
会
・
行

政
、ま
ち
全
体
で
理
解
し
な
い
と
い
け
な
い

の
で
す
。

　
行
政
運
営
か
ら
地
域
経
営
へ
。

　
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
は
、公
共
施
設
の
有

効
活
用
と
市
民
参
画
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。

～坂井市の選択～

公共施設のこれからを話そう
～坂井市の選択～

公共施設のこれからを話そう

不足の機能は別の施設で補完できれば十分   倉茂樹さん全
市
民
と
議
会
・
行
政
で
情
報
と
意
志
の
共
有
を 

講
師 

穂
坂
邦
夫
さ
ん

春江自治区地域協議会委員、市第3期行政改革推進協議会委員。春江町中筋。

　
公
民
館
を
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点

に
と
い
う
考
え
方
は
、大
賛
成
で
す
。

公
民
館
の「
人
づ
く
り
」と
い
う
役

割
は
、ひ
い
て
は「
地
域
づ
く
り
」。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し

て
位
置
づ
け
は
変
わ
っ
て
も
、生

涯
学
習
事
業
は
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の

あ
る
職
員
が
連
携
し
ま
す
。か
え
っ

て
、自
分
た
ち
に
都
合
の
い
い
ま

ち
づ
く
り
の
拠
点
を
築
い
て
い
け

ば
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
観
光
や
商
業
の
振
興
を
仕

掛
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
も
活
動
し
て
い

ま
す
。そ
の
事
務
所
が
今
は
賃
貸

な
の
で
、空
き
施
設
を
指
定
管
理

者
と
し
て
任
せ
て
も
ら
い
、活
動

を
充
実
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。ま
ち
づ
く
り
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
、市

民
自
ら
提
案
し
、協
議
す
る
か
ら

こ
そ
、地
域
愛
や
誇
り
が
育
っ
て

い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

住民の意志を生かしたまちづくり活動拠点に 中田幸男さん

みくに地区まちづくり協議会事務局長。(一社)三國會所の専務理事。三国町上台。

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、基
本
理
念
や
原
則
を
定
め

た「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」を
今

年
４
月
に
策
定
し
ま
し
た
。現
在
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
中
心
に
、

特
色
あ
る
地
域
活
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
住
民
自
ら
考
え
行
動
す
る
、そ

ん
な
地
域
に
根
差
し
た
活
動
が
広

が
っ
て
い
る
こ
と
、公
共
施
設
の

見
直
し
の
観
点
か
ら
、白
書
で
は

今
後
、ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
ご

理
解
を
得
な
が
ら
、公
民
館
の
管

理
運
営
を
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に

お
願
い
し
て
い
く
方
針
で
す
。観
光
・

商
業
の
振
興
や
子
育
て
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
も
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
で
き
る

よ
う
、市
で
は
皆
さ
ん
が
施
設
を

利
用
し
や
す
い
条
件
整
備
を
は
じ

め
、活
動
や
組
織
・
人
材
育
成
な
ど
、

で
き
る
限
り
支
援
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

協働に向けた組織強化と人材育成を支援 北川貞二副市長

坂井市副市長、市行政改革推進本部長。丸岡町乗兼。

【シンポジウム】【シンポジウム】

公共施設の公共施設のあり方
　社会全体でのまちづくりが叫ばれる中、公民館は地域コミュ
ニティーの拠点としての価値を高めつつあります。
　白書にまとめた現状や課題、改善の方向性などを広く理解
してもらおうと、7月7日(土)にハートピア春江でシンポジウ
ムを開催しました。その内容の一部を紹介します。

　
こ
れ
ま
で
意
見
交
換
会
な
ど
で

も
そ
う
で
し
た
が
、公
共
施
設
と

い
え
ば「
公
民
館
の
今
後
」が
議
論

の
中
心
に
な
り
ま
す
。公
民
館
に

関
し
て
は
、生
涯
学
習
に
ま
ち
づ

く
り
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
付
加

す
る
と
い
う
方
針
で
す
。

　
公
共
施
設
の
あ
り
方
を
、財
政

上
の
理
由
や
合
併
後
の
平
準
化
を

根
拠
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
考
え
る
の

で
は
な
く
、新
し
い
時
代
に
あ
っ

た
協
働
社
会
を
つ
く
り
あ
げ
て
い

く
た
め
の
有
効
活
用
や
、個
性
的

な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
今
の
施

設
を
ど
う
生
か
す
か
を
、市
民
も

議
会
も
行
政
も
一
緒
に
考
え
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
は
、

市
民
は
行
政
任
せ
で
な
く
主
体
的

な
姿
勢
を
、行
政
は
市
民
が
参
画

し
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

単に統廃合というより時代にあった配置に 江川誠一さん

福井県立大学地域経済研究所講師。2010年から意見交換会などをコーディネート。

このシンポジウムの模様を、ケーブルテレビ「坂この
井チャンネル」で放送します。ぜひご覧ください。
放送日程は、次のとおりです。
■9月1日(土)～30日(日)

■8:00～、11:00～、14:00～、17:00～、20:00～

地域の特性を生かしたまち
づくりは、その地域の声から
始まる。ビジョンのある地域
から公民館の運営を始めれ
ばいいと思う。

地域のエゴや存続ありき
の話もでるだろうが、軸を
ぶらさず進めてほしい。 地域性もあるので

公民館の移譲は
もっと議論すべき。

自分たちにできること
は何か、市民の声がでる
まで徹底して話し合いを。 まちづくり協議会

の組織強化、人材育
成に支援を。

今は「23の公民館＝23
のまち協」だが、それ自体
を集約して、広域のまち
づくりを考えてもいいの
では。

会場のアンケートでもいろんな
ご意見をいただきました。

『公共施設のあり方に
関するシンポジウム』
全国モーターボート競走
施行者協議会からの拠出金
を受けて実施しました。

たか  くら  しげ     き

なか    た   ゆき     お

きた  がわ  てい     じえ   がわ せい  いち

ほ  

さ
か  

く
に   

お

埼玉県志木市長を務めた後、2010年4月から
日本自治創造学会理事長に。

公民館を
例に考える
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市民の皆さんは、

自分の地域にあった

故郷づくりを進めていきます。

行政は、

そのための組織の強化や

人づくりを支援していきます。

公共施設は

いろんな立場の人が交わりあう

　まちのプラットホーム″。

そこから、

ゆるぎない地域愛、

形に捉われないアイデア、

活力が広がっていきます。

不便やムリのないちょうど良さ。

ここに住む誰もが、

生き生きと暮らせる――

そんな等身大のまちづくりが、

これからの「坂井スタイル」です。

今こそ真剣に向き合いましょう。

まちの未来のつくり方。

公
共
施
設
の
活
用
法
を
探
る
上
で

切
り
離
せ
な
い
の
が

皆
さ
ん
と
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
。

そ
し
て

先
送
り
で
き
な
い
の
が

「
身
の
丈
に
合
っ
た
」環
境
づ
く
り
で
す
。

公
共
施
設
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
見

共
施
設
の
あ

直
す
べ
き
。市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、６
割
以
上
が
そ
う
回
答
し
て
い
ま
す
。

　
白
書
が
で
き
た
と
い
う
と
、「
施
設
が

な
く
な
っ
て
し
ま
う
」と
思
う
人
も
い
る

で
し
ょ
う
。

　
で
も
、決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
状
と
ニ
ー
ズ
を
客
観
的
に
見
極
め
、必

要
な
も
の
は
使
え
る
形
で
残
し
て
い
く
。

高
椋
公
民
館
の
例（
5
ぺ
ー
ジ
）や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、「
本
来

と
は
少
し
違
う
形
で
柔
軟
に
活
用
す
る
」

と
い
う
手
段
も
、白
書
か
ら
見
え
る
実
効

策
の
一
つ
で
す
。

　
同
じ
よ
う
な
機
能
を
も
つ
多
く
の
建

物
す
べ
て
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
い
今
、

別
の
建
物
の
同
じ
機
能
に
着
目
す
れ
ば
、

施
設
は
も
っ
と
有
効
活
用
で
き
る
は
ず
。

建
物
あ
り
き
で
は
な
く
将
来
を
捉
え
な

が
ら
、新
た
な
活
用
法
を
見
出
し
た
い
も

の
で
す
。公
共
施
設
は
、私
た
ち
市
民
み

ん
な
の
財
産
な
の
で
す
か
ら
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、公
共
施
設
の
あ
り
方
を
考
え

る
と
き
、地
域
づ
く
り
・
人
づ
く
り
を
切

り
離
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。公
共
施
設

が
担
っ
て
き
た「
心
の
育
成
」は
、市
内
で

活
発
に
行
わ
れ
て
い
る「
ま
ち
づ
く
り
活

動
」に
も
通
じ
る
か
ら
で
す
。

　
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
知
る
。環
境
を

考
え
る
。防
災
を
考
え
る
。そ
れ
が
、地
域

を
誇
り
に
思
う
心
を
育
て
て
い
く
。　
根
っ

こ
　
が
同
じ
だ
か
ら
こ
そ
、こ
れ
ま
で
の

捉
え
方
を
少
し
変
え
て
、公
共
施
設
を
ま

ち
づ
く
り
活
動
の
場
と
し
て
位
置
付
け

て
い
く
価
値
が
あ
る
の
で
す
。

　
前
出
の
中
田
さ
ん
は
言
い
ま
す
。「
ま

ち
づ
く
り
は
、行
政
か
ら
の
押
し
つ
け
で

は
な
く
、自
分
た
ち
の
意
志
で
描
い
て
い

く
と
い
う
気
持
ち
が
大
事
。み
ん
な
が
協

力
し
て
、地
域
に
あ
っ
た
方
法
で
ま
ち
づ

く
り
の
拠
点
を
運
営
し
て
い
け
る
と
い

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」。

書
を
道
し
る
べ
に
、施
設
の
有
効

活
用
に
向
け
た
改
善
を
進
め
る

中
で
、ま
ち
づ
く
り
施
設
と
し
て
活
用
し

た
方
が
有
効
な
も
の
、例
え
ば
公
民
館
は
、

各
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
管
理
運
営
を

シ
フ
ト
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
当
面
、ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を

地
域
に
根
づ
か
せ
る
サ
ポ
ー
ト
を
。さ
ら

に
、地
域
活
動
へ
の
助
成
や
規
程
を
整
備

す
る
な
ど
、皆
さ
ん
が
気
軽
に
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り
、ま
ち
づ

く
り
を
担
え
る
人
材
・
組
織
の
育
成
を
支

援
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
何
十
年
も
の
先
の
話
で
な
く
、近
い
将

来
少
し
ず
つ
で
も
、公
民
館
が
皆
さ
ん
に

最
も
身
近
な
施
設
に
な
っ
て
い
く
。こ
ん

な
素
晴
ら
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

″

　
未
来
を
つ
く
る
話
を
し
よ
う

『
宝
物
』

～坂井市の選択～

公共施設のこれからを話そう

時
代
は
今
、分
権
型
社
会
の
確
立
を

求
め
て
い
ま
す
。少
子
高
齢
化
、

価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化

も
進
み
ま
す
。暮
ら
し
の
満
足
と
生
き
が

い
を
高
め
る
た
め
に
、行
政
と
地
域
が
役

割
分
担
し
、社
会
全
体
で
支
え
合
お
う
と

い
う
考
え
方
に
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
課
題
は
地
域
で
解
決
す
る
」

「
行
政
し
か
で
き
な
い
こ
と
は
行

政
で
」。市
民
、地
域
、行
政
が
そ
れ
ぞ
れ

に
で
き
る
こ
と
を
担
う
仕
組
み
づ
く
り
を
、

市
は
進
め
て
い
ま
す
。

　
地
域
協
議
会
や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
設
立
も
、そ
の
仕
組
み
作
り
の
一
つ
。

今
、市
内
で
は
23
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

を
中
心
に
人
や
組
織
が
連
携
し
合
っ
て
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。子
育
て
や

介
護
、健
康
づ
く
り
、防
犯
・
防
災
な
ど
の

分
野
に
も
市
民
参
画
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
意
識
と

社
会
が
、着
実
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

白

『坂井市公共施設マネジメント白書』は、
ホームページでご覧いただけます。
ぜひ、ご確認ください。

  坂井市　公共施設　　　検　索

【資料】坂井市公共施設マネジメント白書
【協力】香川県坂出市・埼玉県さいたま市

・三重県津市
三国ひかり保育園のおともだち

～坂井市の選択～

公共施設のこれからを話そう

″

″

″
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フォーカス

まちの話題をお届けします。

心」の感動を再び
春江の祭りで活気づく　　 　7月21日（土）・22日（日）

「初
「夢源～夢の源～」をテーマに、第8回はるえイッチョライでんすけ祭りがハート

ピア春江で開催されました。富士宮やきそばや越前坂井辛み蕎麦など24のグルメ

が店を構えてお出迎え。1日目ははるえでんすけなどの総踊りや福井農林高校によ

る和太鼓、2日目はYOSAKOIや園児らの踊りが披露され、夏の日差しと暑さを吹き

飛ばすほどのパフォーマンスに、観客からは大きな拍手が送られました。

まちの話題が満載の「フォーカス」は、市のホームページ（ 　http://www.city.fukui-sakai . lg. jp/ ）からもご覧

いただけます。ホームページでは“ホット”な話題を随時公開。また、上記以外の話題も紹介しています。

「安
嶺北消防組合消防団の操法大会が、

福井空港駐車場で行われました。坂井

消防団、あわら消防団から17分団が参加。

火災を想定した訓練では、降りしきる

雨をものともせず機敏な動作でポンプ

車操法を競い合いました。全分団の競

技終了後には、県操法大会出場チーム

による展示操法も行われ、気迫のこもっ

た訓練が繰り広げられていました。

全」支える消防団
俊敏・迅速な操法を披露

7月1日（日）

お
梅干しづくりに挑戦している坂井保育

所の５歳児40人が、シソの選別作業を行

いました。園児の祖母ら3人の指導で、シ

ソの葉の色や傷み具合を確認しながら、

一枚ずつちぎりました。葉が山になるに

つれ「甘いにおいがしてきた」「ホントにすっ

ぱくなるんか」と子どもたち。「おいしい

梅干しになるかな」と期待しながら、作業

にあたっていました。

いシソ～な梅干しを作るぞ
5歳児がシソの葉を選別

7月11日（水）

新
一般社団法人三國會所が企画した「三

國湊―敦賀港クルーズ事業」の試乗体

験が行われました。海上からの景観を

新たな観光資源として定着させるのが

狙い。関係者らは、東尋坊や越前岬など

の見どころの解説を練習しながら、海

から見える絶景と海上から時折顔を出

す生き物などに酔いしれ、クルージン

グの魅力を再確認していました。

しい観光の目玉に
三国＆敦賀へ来るーざー

7月20日（金）

井のサッカーの中心に
三国にグラウンドを新設

7月12日（木）

初
「さかいシミュレ議会」と題した模擬

議会が、市議場で開かれました。男女共

同参画都市宣言への意識を高めようと、

さかい男女共同参画ネットワークが企画。

ネットワーク会員と公募で選ばれた市

民の計43人が議員として参加しました。

代表8人が市長らに活発に質問するな

どし、政策・方針決定の場へ女性が参画

することの意義をアピールしていました。

の模擬議会が白熱
男女共同参画社会へ手ごたえ

7月20日（金）

国の生徒がやってきた
丸岡中で異文化交流

7月10日（火）

絆
「SAN-SANと輝くまあるい気持ち」

をテーマに、あい愛まつりが三国社会福

祉センターなどで開かれました。ボラン

ティア団体同士の交流を深めることを

目的に始まり、今回で25回目。参加した

75団体が活動を紹介し合いました。当初

まつりの立ち上げを提案した野口春重

さん（三国町宿）は「絆を深めていくのは

素晴らしいこと」と話していました。

をさらに“まあるく” 
あい愛まつり　大盛況

7月1日（日）

福
福井県サッカー協会が主体となって

実施する福井県フットボールセンター

整備事業の計画決定に伴い、市役所で

記者会見が行われました。三国町の芝

政に天然芝のグラウンド3面を新設す

る計画で、今年度の3月に着工予定、平

成25年9月からの本格稼働を目指します。

これにより大会や合宿などの誘致を始め、

観光などの地域活性化にも期待されます。

サン　　　　サン

の   ぐち はる   え

かないけん

　積極的に発言するシミュ
レ議員（右）に答弁する
市長

▲野口さん（中央）は長寿者などに手製の座布団な
どを長年寄付。「出会いは心を豊かにしますね」

▲慣れない正座に苦戦しながらも、上手に茶法を
こなす生徒ら

英
市と交流のある英国カーディフ市の

プラスマウルコンプリヘンシブスクー

ルの生徒17人と引率者2人が、丸岡中を

訪問し交流を深めました。生徒会主催で

交流会を開き、プラスマウル校生徒はカー

ディフ市の紹介や寸劇、ダンスなどを披

露。茶道などの部活動も体験しました。

一行は三国中でも交流を図り、ホームス

テイなどで日本の文化を学びました。
▲踊りの合間にほっと一息。大
人気の越前坂井辛み蕎麦

▲B-1グルメの代名詞ともいえ
る富士宮やきそばも大繁盛

▲願いを書いた短冊を乗せ、大空へと舞い
上がる風船を眺める園児ら

▲太鼓をもって走り回り、迫力と躍動感
あふれる演奏をする福井農林高校郷土
芸能部

▲満面の笑みで最高のパフォーマンスを繰り広げる出演者たち

▲目標に向かって一直線。息の合った見事な消火
を行う団員ら

　“おばあちゃ
ん先生”に仕
方を教わりな
がら葉の選別
に挑戦

▲記者会見で事業計画を説明する金井兼福井県サッ
カー協会会長（中）

▲美しい景色と心地よい風を受け、この事業に手
ごたえを感じる関係者

む  げん

み  くに かい しょ

１
ここ数年にはない（福井気象台）とい

う豪雨で、市内全域で川の水が溢れる

などの被害が出ました。丸岡町女形谷

区では、道路に流れ出た山水をせき止

めようと住民や消防団がいち早く土嚢

を積み、周辺の家や田畑の水没を回避。

雨は午前中には峠を越しましたが、家

屋の床上浸水が1棟、床下浸水が13棟

ありました。

時間に100ミリ
未明の豪雨で市内に被害

7月21日（土）

地
地域協議会が第3期目となる平成22

年8月からの2年間の活動を終え、報告

会を行いました。会議には各自治区の

協議会委員26人と市長ら14人が出席。

各協議会長から市長に報告書が手渡され、

活動内容の説明が行われました。その後、

市長との意見交換が行われ、これから

のまちづくりのあり方などについて、

熱心に話し合いが行われました。

域協議会が活動報告
今後のまちづくりに焦点

7月23日（月）

ながらの遊び方
楽しすぎて大はしゃぎ

7月23日（月）

昔
子どもとお年寄りが竹馬や水鉄砲な

どを手作りして遊ぶ、鳴鹿伝承キッズ

クラブが鳴鹿公民館で開かれました。

これは地域住民による子育て支援事業

の一環で、鳴鹿小学校の児童ら40人が

参加しました。子どもたちはお年寄り

の慣れた手つきに感心しながらも、作

り方を習い一生懸命手作り。完成させ

ると、それを使って楽しそうに遊んで

いました。

▲濁流をせき止めるため、土嚢を積む地元住民や
消防団ら（丸岡町女形谷）

▲水鉄砲の作り方を真剣な表情で聞く子どもら

▲各自治区協議会長から、報告書を手渡される市
長
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「こ
自然を遊び場にした宿泊学習が、竹田

小学校などで行われました。最終年の3

年目を迎えた市町振興プロジェクトの

一環で、ふるさとについて考えてもらお

うと、市がNPO法人パパジャングルに運

営を委託。竹田地区と、放課後子どもジャ

ングルに通う小学生合わせて28人が川

遊びや山登りなどで交流しながら、大自

然の安らぎを感じていました。

こが私の古里」
古里や自然の安らぎを体感
７月24日（火）・25日（水）

を救う正しい知識
災害・防災への理解を

7月29日（日）

ル
豊かで美しい里海を守り育てていく

ために、米ケ脇里海を守る会が「里海を

守るレンジャー体験」と題し講習会を行

いました。体験には県内外から36人が参

加。漁業権について具体的な説明を受け

ながら、実際に貝やカニ、海藻などを採っ

ていきました。昼食は地元の海や自分た

ちで採ったものを使い、参加者は里海へ

の愛と理解を深めていきました。

ールと魅力を守ります
磯探検で海への意識芽生え

7月29日（日）

▲木々の緑と水の流れを思い思いに楽しむ参加者
▲間違った知識は人を危険にさらす。具体例を挙
げながら防災に必要なことを講義する松森氏

▲捕まえた貝などを手に取って観察する子どもら

命
地域の防災意識を高めるために、出前

防災学習塾が針原集落生活改善センター

で開かれました。これは春江西部区長会

が全6カ所で行う学習会で、まちの防災研

究会の松森和人氏が講義。災害に必要な

心構えや、近年の災害からの教訓など具

体例を交えながら学びました。講義後には、

今後の地域防災の方法について、住民同

士で話し合いが行われました。

まつ もり かず  と

▼歴史探検
ツアーで丸
岡城の魅力
を紹介

▲ 8号線か
ら丸岡城
までの道
の花壇を
整備

のまちまちづくり協議会（平成20年2月27日発足） 進めています！
協働のまちづくり

本物の歴史が息づく美しいまちづくり
9

▲自分たちのまちは自分
たちできれいに。行政の
力を一切借りずに行う
田島川の清掃活動

南川　直人　会長
(丸岡町北霞１区)

みなみかわ　　  なお　と

　
私
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り
の
中

心
と
な
る
の
は
、
何
と
言
っ
て
も

丸
岡
城
で
す
。
定
期
的
に
行
っ
て

い
る
歴
史
学
習
会
は
現
在
19
回

を
数
え
、
毎
回
多
く
の
住
民
が
参

加
し
て
い
ま
す
。
知
識
や
文
化
を

共
有
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
歴

史
を
実
感
で
き
る
と
好
評
を
得

て
い
ま
す
。
ま
た
、
丸
岡
城
下
に

ち
な
ん
だ
町
名
を
石
柱
に
記
し

て
設
置
す
る
ほ
か
、
紙
製
の
手
作

り
武
者
鎧
・
兜
づ
く
り
や
丸
岡
城

の
お
堀
だ
っ
た
田
島
川
の
清
掃

な
ど
、
５
つ
の
部
会
そ
れ
ぞ
れ
が

歴
史
に
絡
め
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

■
活
動
は
自
分
た
ち
で
完
結
■

　
田
島
川
の
清
掃
は
、
準
備
か
ら

ご
み
の
後
始
末
ま
で
全
て
自
分

た
ち
で
完
結
さ
せ
ま
す
。
区
長
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
中
学
校
、
高
校

の
協
力
も
あ
っ
て
、
例
年
２
５
０

人
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
、
地
域

内
の
人
々
の
結
び
つ
き
を
強
め

て
い
ま
す
。
大
規
模
な
活
動
を
自

分
た
ち
だ
け
で
行
う
こ
と
は
、
住

民
の
ま
ち
に
対
す
る
愛
情
を
感

じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
史
実
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
■

　
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
で
大
切

な
こ
と
は
、
丸
岡
城
を
単
な
る
観

光
地
と
し
て
整
備
し
て
い
く
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
物
の
歴

史
だ
け
が
持
つ
魅
力
―
そ
れ
を

丁
寧
に
復
元
し
て
い
く
こ
と
で
、

住
民
が
愛
着
を
持
ち
、
一
緒
に
活

動
し
て
い
き
た
く
な
る
ま
ち
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

「
オ

坂井町スポーツ少年団新空手道

「ふれんず」は坂井チャンネルでもご覧いただけます！
今回の内容は、8／15（水）～9／14（金）まで放送します。

お楽しみに！　　秘書広報課 50-3012

メンバー　12人
代　　表　田川　正勝さん（坂井町宮領）
指 導 者　1人
コメント

　少人数ながらも地道に楽しく練習しています。たく

ましくなりたい人、礼儀を身につけたい人、一緒にやり

ませんか。見学はいつでもどうぞ。

▲上級生が前で声を出すことで、度胸や責
任感を一緒に鍛える

▲OBも参加し、後輩に技のコツ
を丁寧に指導

▲繰り出す技は常に全力。一心不乱にサンドバッグを打ち込む

今の自分を超えるため

追い求める本当の強さ

ス
ッ
！
」
―
一
つ
一

つ
の
動
作
が
終
わ
る

や
否
や
、
体
育
館
中

に
張
り
詰
め
た
声
が
走
る
。
ど

ん
な
に
つ
ら
い
練
習
で
も
自
分

を
信
じ
て
前
を
見
据
え
、
力
の

限
り
技
を
繰
り
出
し
て
い
く
。

そ
れ
が
「
坂
井
町
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
新
空
手
道
」
だ
。

　
同
団
は
県
内
唯
一
の
硬
式
空

手
と
し
て
、
昭
和
61
年
に
発
足
。

単
純
な
強
さ
や
試
合
で
の
優
勝

と
い
っ
た
結
果
ば
か
り
に
こ
だ

わ
る
の
で
は
な
く
、
何
よ
り
も

礼
儀
作
法
に
重
き
を
置
い
て
練

習
を
重
ね
て
い
る
。

　
入
団
し
て
か
ら
２
年
に
な
る

高
橋
優
平
さ
ん
（
大
関
小
５
年
）

は
、「
最
初
は
友
達
が
い
た
か
ら

始
め
た
空
手
だ
け
ど
、
こ
れ
か

ら
も
ず
っ
と
続
け
て
い
き
た
い

く
ら
い
好
き
に
な
っ
た
」
と
声

を
弾
ま
せ
る
。

　
キ
ャ
プ
テ
ン
で
後
輩
の
指
導

も
こ
な
す
長
谷
川
博
紀
さ
ん
（
東

十
郷
小
６
年
）
は
、「
空
手
を
始

め
て
礼
儀
の
大
切
さ
を
知
っ
た
。

指
導
し
て
く
れ
た
先
輩
を
超
え

て
い
け
る
よ
う
努
力
し
続
け
た

い
」
と
、
周
囲
に
敬
意
を
忘
れ

な
い
強
き
者
だ
。

　
同
団
の
Ｏ
Ｂ
で
、
後
輩
を
指

導
す
る
小
寺
拳
人
さ
ん
は
、「
こ

こ
で
身
に
つ
け
た
忍
耐
力
は
自

分
の
大
き
な
財
産
。
先
生
と
自

分
自
身
を
信
じ
て
い
け
ば
、
必

ず
強
い
人
間
に
な
れ
る
」
と
日
々

の
成
長
を
後
押
し
す
る
。

　
子
ど
も
た
ち
の
心
身
を
熱
く

鍛
え
る
田
川
正
勝
さ
ん
は
、「
体

力
と
礼
儀
を
身
に
つ
け
た
大
き

な
人
間
に
育
っ
て
ほ
し
い
」
と

子
ど
も
た
ち
と
常
に
正
面
か
ら

心
で
向
き
合
っ
て
い
る
。

　
練
習
は
苦
し
い
―
そ
れ
で
も

力
を
振
り
絞
っ
て
突
き
動
く
の

は
、
決
し
て
相
手
を
倒
し
た
い

か
ら
で
は
な
い
。
倒
し
た
い
の

は
自
分
の
中
の
弱
さ
。
超
え
た

い
そ
の
壁
を
壊
す
た
め
に
、
仲

間
た
ち

は
今
日

も
技
を

磨
き
続

け
る
。

は    

せ   

が
わ  

ひ
ろ 

の
り

た   

が
わ  

ま
さ 

か
つ

こ
　
で
ら  

け
ん  

と

た
か  

は
し  

ゆ
う 

へ
い

フォーカス

まちの話題が満載の「フォーカス」は、市のホームページ（ 　http://www.city.fukui-sakai . lg. jp/ ）からもご覧

いただけます。ホームページでは“ホット”な話題を随時公開。また、上記以外の話題も紹介しています。

12平成24年 8月号13 平成24年 8月号

フォーカス

まちの話題をお届けします。
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まちの話題をお届けします。

　坂井市の魅力をもっと

アピールしてみんなに知っ

てもらわないと！残して

いくものと育てていくも

のをしっかりと見極めた

まちづくりが大切だね。

平成24年 8月号平成24年 8月号

市民の皆さんの生活に直結する制度や
イベントを紹介するコーナーです。

坂井市が全国住みよさランキングで3位に！
持ち家比率が高いことなどが評価される

● 問い合わせ　企画情報課　50-3013

木造住宅の耐震診断と補強プラン作成の
補助を追加募集します

● 問い合わせ　都市計画課　50-3052

▲山田所長に感謝状を贈呈

住

　
過
去
に
市
の
助
成
を
受
け
て
耐
震
診
断

を
行
い
、
今
回
補
強
プ
ラ
ン
作
成
の
み
を

希
望
す
る
場
合
は
、
耐
震
診
断
の
報
告
書

の
写
し
が
必
要
で
す
。

対
象
と
な
る
住
宅

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
市
内
で
着

工
し
た
、
在
来
工
法
ま
た
は
枠
組
壁
工
法

に
よ
る
一
戸
建
て
の
木
造
住
宅

募
集
件
数

・
耐
震
診
断
＋
補
強
プ
ラ
ン
作
成 

7
件

※
申
し
込
み
は
先
着
順

申
込
方
法

　
都
市
計
画
課
に
あ
る
申
込
書
（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
書

類
を
添
え
、
都
市
計
画
課
に
提
出

※
申
込
書
な
ど
は
返
却
で
き
ま
せ
ん

申
込
締
切

　
募
集
件
数
に
達
す
る
ま
で

宅
の
地
震
へ
の
対
策
は
お
済
み

で
す
か
。
市
で
は
、
国
や
県
と
連

携
し
て
、木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
、

お
よ
び
補
強
プ
ラ
ン
の
作
成
を
希
望
す
る

人
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

補
助
の
内
容

①
耐
震
診
断
に
か
か
る
費
用

　
３
万
円
の
う
ち
、
２
万
７
０
０
０
円
を
補

助
（
個
人
負
担
３
０
０
０
円
）

②
補
強
プ
ラ
ン
作
成
に
か
か
る
費
用

　
３
万
円
の
う
ち
、
２
万
７
０
０
０
円
を
補

助
（
個
人
負
担
３
０
０
０
円
）

申
請
を
す
る
上
で
の
注
意
点

　
初
め
て
耐
震
診
断
を
申
し
込
む
場
合
は
、

補
強
プ
ラ
ン
作
成
も
同
時
に
申
し
込
み
と
な

り
ま
す
（
個
人
負
担
６
０
０
０
円
）
。
耐
震

診
断
の
結
果
、
補
強
の
必
要
が
な
い
場
合
は

３
０
０
０
円
を
お
返
し
し
ま
す
。

喜楽鉱業（株）から寄付
　　　6月11日（月）

　市政に役立ててほしいと、産業廃

棄物の収集運搬や中間処理などを行

う喜楽鉱業株式会社（滋賀県）から、

200万円の寄付をいただきました。

　市は、同社北陸営業所（丸岡町女形

谷）の山田英明所長に、感謝状を贈り

ました。

▲岡本憲一代表取締役から「リクール」
を市長へ

岡本レース（株）から
冷却グッズを寄贈

　　　7月23日（月）
　高齢者にこの夏の猛暑を涼しく乗

り切ってほしいと、岡本レース株式

会社から冷却グッズ「リクール」

3000本が寄贈されました。この商品

は水に濡らすだけで繰り返し冷却が

可能で、熱中症予防に効果的です。市

では、民生委員を通じて一人世帯の

高齢者などに配布します。

▲市長に受賞の喜びを報告する阪本周
一会長（左）ら

環境保護が評価され表彰
　　　7月25日（水）

　市内で河川の環境保全活動などを

行っているエコネイチャー・さかいが、

河川愛護等功労者として国土交通省

近畿地方整備局長から表彰を受けま

した。今回の受賞では、河川の清掃や

環境保全の啓発活動、子どもたちへ

の学習支援活動など他の模範となる

活動が評価されました。 業
委
員
選
出
後
、
初
の
総
会

が
７
月
17
日
（
火
）
に
市
多
目

的
研
修
施
設
で
開
か
れ
、会
長

と
会
長
職
務
代
理
者
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

会
長

　
篤
田
　
雅
男
（
三
国
町
米
納
津
）

会
長
職
務
代
理
者

　
山
田
　
源
則
（
丸
岡
町
板
倉
）

農業委員会の役員を選出しました

● 問い合わせ　農業委員会　50-3151

農議会選出委員

　矢部　弘子（三国町下野）

　上田　君子（丸岡町千田）

　牧野　典代（春江町本堂）

　寺澤　由紀子（坂井町下兵庫）

農協選出委員

　牧野　義雄（坂井町御油田）

　牧田　利征（春江町安沢）

土地改良区選出委員

　柳原　輝夫（丸岡町舟寄3区）

 や　べ　　　ひろ  こ

うえ  だ　　　きみ  こ

まき  の　　　のり  よ

てらざわ　　ゆ　き　こ

まき  の　　　よし お

まき  だ　　　としゆき

やなぎはら　　てる　お

○議会、農協、土地改良区選出委員

（敬称略）

や
ま  

だ
　
　
　
み
な 

の
り

と
く
　
だ
　
　
　
ま
さ
　

お

全

　
平
成
22
年
に
行
わ
れ
た
国
勢
調

査
で
は
、
福
井
県
の
持
ち
家
率
は

75
・
７
％
で
、全
国
で
３
位
で
し
た
。

坂
井
市
に
お
い
て
は
、
84
・
８
％

と
い
う
非
常
に
高
い
持
ち
家
率
を

誇
っ
て
い
ま
す
。（
グ
ラ
フ
１
参
照
）

　
こ
の
「
家
」
と
い
う
生
活
の
基

盤
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
が
、

市
の
住
み
よ
さ
を
支
え
る
大
き
な

要
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

市
民
満
足
度
調
査
で
も
住
み
よ
さ

を
実
感

　
平
成
23
年
度
に
行
っ
た
市
民
満

足
度
調
査
の
結
果
を
見
て
も
、「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
住
み
よ
い
（
住

み
よ
い
、
ま
あ
住
み
よ
い
の
合
計
）」

が
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
住
み

に
く
い
（
住
み
に
く
い
、
ま
あ
住

み
に
く
い
）
」
を
大
幅
に
上
回
る

な
ど
、
坂
井
市
の
住
み
よ
さ
を
実

感
し
て
い
る
人
が
多
く
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

国
７
８
８
市
を
対
象
に
、

東
洋
経
済
新
報
社
が

調
査
し
た
今
年
の
「
住

み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
、
坂
井

市
が
過
去
最
高
の
３
位
に
な
り
ま

し
た
。

　
調
査
は「
安
心
度
」、「
利
便
度
」、

「
快
適
度
」
、「
富
裕
度
」
、「
住
居
水

準
充
実
度
」の
５
つ
の
観
点
で
、
14

指
標
か
ら
偏
差
値
を
算
出
。
「
住

居
水
準
充
実
度
」
が
全
国
で
も
高

い
水
準
で
あ
る
こ
と
が
、
高
評
価

に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

全
国
で
も
有
数
の
持
ち
家
率

定住意向グラフ 住みよさ意向グラフ

おかもとけんいち

さかもとしゅう

やま  だ  ひで あき

いち

　
東
京
か
ら
坂
井
市
に
越
し
て

き
て
10
年
ほ
ど
経
ち
ま
す
が
、

こ
の
ま
ち
の
食
や
自
然
は
魅
力

的
で
す
。
手
の
届
く
と
こ
ろ
に

海
と
山
、
平
野
と
丘
陵
地
が
あ

り
、
季
節
ご
と
に
新
し
い
刺
激

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
近
く
に

あ
る
と
気
付
き
に
く
い
で
す
が
、

こ
こ
で
と
れ
る
魚
や
作
物
は
お

い
し
い
し
、
昔
か
ら
伝
わ
る
祭

り
や
伝
統
な
ど
す
ば
ら
し
い
も

の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
単
純
な

物
の
利
便
さ
よ
り
、
こ
う
し
た

特
色
あ
る
資
源
に
心
が
惹
き
つ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
坂
井
市
の
い
い
と
こ
ろ
は
、

２
世
帯
同
居
、
３
世
帯
同
居
の

家
庭
が
持
ち
や
す
い
こ
と
で
す
。

市
内
や
近
隣
に
働
け
る
場
所
が

多
い
こ
と
や
道
が
き
れ
い
に
整

備
さ
れ
て
い
る
た
め
、
結
婚
し

て
も
職
場
の
こ
と
を
考
え
て
近

く
に
引
っ
越
し
た
り
、
家
を
建

て
た
り
し
な
く
て
も
済
み
ま
す
。

　
水
が
き
れ
い
で
食
べ
物
が
お

い
し
い
こ
と
な
ど
、
生
活
の
基

盤
と
な
る
も
の
が
し
っ
か
り
し

て
い
る
の
で
、
と
て
も
生
活
し

や
す
く
て
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

坂　井　市　の　イ　イ　ト　コ

東京から転入してきた

角　優和さん（三国町米ケ脇）
すみ    まさかず

昔から住み続けている

河田　恒男さん（丸岡町儀間）
かわ だ　   つね お

住宅に住む一般世帯の住宅の所有の関係
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平成24年 8月号平成24年 8月号

市民の皆さんの生活に直結する制度や
イベントを紹介するコーナーです。

障

障がい者を経済的に応援します！

● 問い合わせ　社会福祉課　50-3041

が
い
の
あ
る
人
の
在

宅
生
活
を
、
経
済
的

に
支
援
し
て
い
ま
す
。

■
特
別
障
害
者
手
当

要
　
件

①
20
歳
以
上
で
、
精
神
ま
た
は
身

体
に
極
め
て
重
い
重
複
障
が
い

が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お

い
て
常
時
特
別
な
介
護
を
必
要

と
す
る
人

②
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
（
施
設

な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場
合
は

不
可
）

③
所
得
が
基
準
額
を
超
え
て
い
な

い
手
当
の
額

　
月
額
２
万
６
２
６
０
円

手
当
の
支
給
月

　
２
月
・
５
月
・
８
月
・
11
月
の
４
回

■
障
害
児
福
祉
手
当

要
　
件

①
20
歳
未
満
で
、
精
神
ま
た
は
身

体
に
極
め
て
重
い
障
が
い
が
あ

る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す

る
人

②
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
（
施
設

な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場
合
は

不
可
）

③
障
が
い
が
あ
る
こ
と
を
事
由
に

し
た
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
な

い
④
所
得
が
基
準
額
を
超
え
て
い
な

い
手
当
の
額

　
月
額
１
万
４
２
８
０
円

手
当
の
支
給
月

　
２
月
・
５
月
・
８
月
・
11
月
の
４
回

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

要
　
件

①
20
歳
未
満
で
、
精
神
ま
た
は
身

体
に
障
が
い
の
あ
る
児
童
を
家

庭
で
養
育
し
て
い
る
保
護
者

②
児
童
と
一
緒
に
在
宅
で
生
活
し

て
い
る
（
施
設
な
ど
に
入
所
し

て
い
る
場
合
は
不
可
）

③
障
が
い
が
あ
る
こ
と
を
事
由
に

し
た
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
な

い
④
所
得
が
基
準
額
を
超
え
て
い
な

い
対
象
と
な
る
児
童

〈
１
級
〉

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
程

度
の
身
体
障
が
い

・
療
育
手
帳
判
定
が
Ａ
程
度
の
知

的
障
が
い
・
精
神
障
が
い

〈
２
級
〉

・
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
程
度
の

身
体
障
が
い

・
日
常
生
活
が
著
し
く
制
限
を
受

け
る
程
度
の
知
的
障
が
い
・
精

神
障
が
い

手
当
の
額

　
１
級
５
万
４
０
０
円

　
２
級
３
万
３
５
７
０
円

手
当
の
支
給
月

　
４
月
・
８
月
・
11
月
の
３
回

　
　
８
月
は
「
特
別
障
害
者
手

当
」
、「
障
害
児
福
祉
手
当
」
、

「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」の
現

況
届
の
提
出
月
で
す
。

　
　
提
出
が
な
い
と
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
対

象
者
に
は
案
内
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
福
祉

手
当

要
　
件

①
身
体
障
害
者
手
帳
２
級
以
上
、

ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
１(

療
育

手
帳
判
定
参
考)

の
人

②
公
的
年
金
や
老
齢
年
金
、
特
別

障
害
者
手
当
、障
害
児
福
祉
手
当
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
公

的
扶
助
を
受
け
ら
れ
な
い
人

③
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
（
施
設

な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場
合
は

不
可
）

④
所
得
が
基
準
額
を
超
え
て
い
な

い
手
当
の
額

　
月
額
３
０
０
０
円

手
当
の
支
給
月

　
10
月
・
４
月
の
２
回

　
　
９
月
（
来
月
）
は
「
重
症

心
身
障
害
児
（
者
）
福
祉
手

当
」
の
現
況
届
の
提
出
月
で

す
。

　
　
提
出
が
な
い
と
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
受

給
資
格
者
に
は
、
９
月
中
に

案
内
書
を
送
付
し
ま
す
。

セ
ル
プ
フ
ェ
ア
情
報

　
障
が
い
を
も
つ
人
の
社
会
参
加

と
経
済
的
自
立
を
支
援
し
、
そ
の

活
動
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
手
作
り
パ
ン
や
焼
き
菓
子
、

縫
製
品
の
販
売
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き

　
９
月
５
日
（
水
）
12
時
〜
13
時

と
こ
ろ

　
三
国
総
合
支
所
１
階
ロ
ビ
ー

国

平成24年10月1日から国民年金保険料の
後納制度（納付期限の延長）が始まります

● 問い合わせ　保険年金課　50-3031

民
年
金
制
度
で
は
、

20
歳
か
ら
60
歳

に
到
達
す
る
ま

で
の
40
年
の
間
に
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
満
額
の
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
し
か
し
、
何
ら
か
の
事
情

に
よ
り
保
険
料
を
納
め
ら
れ

な
か
っ
た
期
間
が
あ
る
場
合

や
、
資
格
取
得
な
ど
の
届
け

出
を
忘
れ
て
い
た
場
合
は
、

受
け
取
る
年
金
の
額
が
少
な

く
な
っ
た
り
、
年
金
そ
の
も

の
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け

る
た
め
に
、
平
成
24
年
10
月

１
日
か
ら
３
年
間
に
限
り
、

国
民
年
金
保
険
料
を
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
す
。

今
ま
で
は
過
去
２
年
間
し
か

納
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

後
納
制
度
開
始
後
は
10
年
間

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
具
体
的
に
は

平
成
14
年
10
月
分
以
降
が
納

付
可
能
に
な
り
ま
す
）
。

制
度
の
注
意
点

①
過
去
２
年
間
で
納
め
て
い

な
い
保
険
料
が
あ
る
場
合

は
、
そ
の
納
付
が
優
先
と

な
り
ま
す

②
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
取
っ
て
い
る
人
は
、

こ
の
制
度
を
使
っ
て
納
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

③
後
納
制
度
を
ご
利
用
い
た

だ
く
場
合
は
、
事
前
に
お

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

場
合
に
よ
っ
て
は
制
度
を

利
用
で
き
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す

平成24年度
三国病院の職員採用候補者試験を行います

● 問い合わせ　三国病院　82-0480

飲

リサイクルカードの交換を

● 問い合わせ　　　　　　　　　
丸岡総合支所市民課　68-0804

料
容
器
自
動
回
収

機
の
廃
止
に
伴
い
、

リ
サ
イ
ク
ル
カ
ー

ド
の
ポ
イ
ン
ト
交
換
を
終
了
し

ま
す
。
交
換
期
間
は
、
９
月
28

日
（
金
）
の
17
時
15
分
ま
で
で

す
。
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人
は
、

交
換
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
４
月
採
用

の
市
立
三
国
病
院

職
員
採
用
候
補
者

試
験
を
行
い
ま
す
。

【
一
次
試
験
】

と
　
き
　
９
月
29
日（
土
）

と
こ
ろ
　
三
国
病
院

内
　
容
　
専
門
試
験
・
作
文
試

験
・
口
述
試
験

【
合
格
発
表
】

　
10
月
下
旬
に
直
接
通
知

【
申
し
込
み
手
続
き
】

　
申
込
用
紙
は
、８
月
20
日（
月
）

か
ら
三
国
病
院
事
務
局
で
交
付

し
ま
す
。
郵
便
で
請
求
す
る
場

合
は
、
封
筒
の
表
に
『
職
員
採

用
試
験
申
込
用
紙
請
求
』
と
朱

書
き
し
、
送
り
先
を
明
記
し
て
、

１
２
０
円
分
の
切
手
を
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

　
８
月
27
日（
月
）〜
９
月
14
日

（
金
）の
８
時
30
分
〜
17
時

※
土
曜
、
日
曜
日
は
除
く

※
郵
便
の
場
合
は
、
９
月
14
日

（
金
）
の
当
日
消
印
有
効

試験区分

薬剤師

臨床検査技師

放射線技師

臨床工学技士

助産師

看護師

受験資格採用予定

若干名

若干名

若干名

1人

3人

15人

申込先
〒913-8611　三国町中央一丁目2-34
坂井市立三国病院

受験する各試験区分

の免許を有する人、

または平成25年3月

31日までに免許取得

見込みの人

300p

1,000p

3,500p

（交換商品一覧）

プラスチック製

容器包装収集袋

1,000円の商品券

霞の郷風呂券

10枚セット

お問い合わせなど詳しくは
『国民年金専用ダイヤル』へ！

月～金曜日　8:30～17:15　第２土曜日　9:30～16:00

※月曜日は19:00まで延長受付

※祝日、12月29日～1月3日はご利用いただけません

0570-011-050

ねんきんネットご自身の年金記録は



トマトゼリー

代官山墓地の
使用者を受付中

●使用許可の要件

　①三国町またはあわら市に在

住の人

　②①以外で、三国町またはあ

わら市に本籍または墓地が

ある人

●申込方法

　①直接現場を訪れ、場所を選

んでください

　②ご希望の場所が決まりまし

たら、下記へお問い合わせ

ください

●使用料と維持費

※要件②に該当する人は、使用

料、維持費が2割増

※使用料は永代ですが、維持費

は永代ではありません。条例

の変更などにより、徴収する

ことがあります

　坂井地区広域連合環境衛生課

　　91-3308

　

相続トラブルを未然に防ぐ
遺言書と相続の勉強会

　ご自身の財産をどうするか、

きちんと遺言書に書いておくこ

とが大切です。これを機に、基礎

から学びましょう。

と　き　8月26日（日）

　　　　10:00～12:00

ところ　高椋公民館

費　用　無料

定　員　20人

申込方法　17時以降に電話で下記

　　　　へ

　NPO法人シルクロード　村山

　　090-9131-3384

第6回坂井市議会議長杯
マレットゴルフ競技会

　27ホールのストロークプレー

で競い合います。男女各1位～3

位まで表彰するほか、飛び賞や

特別賞もあります。

と　き　9月9日（日）8:30～

ところ　ハートピア春江

　　　　マレットゴルフ場

費　用　500円（申込時に納入）

申込方法　各町担当者に申し込み

申込締切　8月30日（木）

　春江：川畑　51-0895

　三国：小林　82-1733

　丸岡・坂井：中垣内　51-4997

平和への願いを込めて
夏休み「親子映画会」

と　き　8月25日（土）

　　　　9:30～11:30

ところ　いねす

題　目　①「沖縄戦の証言」

　　　　②人気アニメ

　坂井市勤労者協議会　伊藤

　　090-8701-8675

広げようサポートの輪
認知症の介護を探る

　勉強会や経験談、意見交換会

を通じて、認知症のこれからの

介護、サポートを考えていきま

しょう。認知症を抱える本人や

家族、専門職員など、関心のある

人はどなたでも参加できます。

と　き　9月2日（日）

　　　　13:00～16:00

ところ　坂井市役所102会議室

　認知症の人と家族の会　川嵜

　　82-1282

母子家庭の母・寡婦対象
会計セミナーコース

　初心者の人を対象に、パソコ

ンで経理実務の入門を学習しま

す。会計ソフトの基本操作や日

常処理、活用も学びます。

と　き　9月22日、29日、10月

　　　　13日、27日、11月10日

　　　　の土曜日

　　　　10:00～17:00

ところ　NPO法人就業支援ネッ

トワーク福井支部研修

室（丸岡町ソフトパー

クふくい）

費　用　2,000円程度

　　　　（テキスト代として）

定　員　15人（先着順）

申込方法　電話で下記へ

申込締切　8月31日（金）

その他　託児無料サービスあり

　NPO法人就業支援ネットワー

　ク福井支部　68-1643

花や緑を生かして
まちづくりコンクール

　福井県花のまちづくりコンクー

ルでは、花や緑を生かして地域

づくりに取り組んでいる個人や

団体を幅広く募集します。

部　門　①団体（企業を含む）

　　　　②個人

応募方法　生涯学習スポーツ課ま

たは公民館にある応募

用紙に過去1年以内の

写真を添えて提出

応募締切　9月7日（金）

審査方法　書類審査と現地審査

　（社）あすの福井県を創る協会

　　41-4220

家族介護者のんびり喫茶
歯科衛生士のお口の健康講座

と　き　9月4日（火）

　　　　9:30～11:30

ところ　高椋公民館203会議室

費　用　100円

講　師　広野　澄子氏

申込方法　1週間前までに電話で

　　　　下記へ

　坂井市社会福祉協議会

　　67-0640

高卒（見込含）対象
平和を守る自衛官に

①防衛大学校学生（推薦）

②防衛大学校学生（総合選抜）

③防衛大学校学生（一般（前期））

④看護学生

⑤防衛医科大学校学生

受付期間　9月3日（月）～10月1日（月）                                 

　　　  （①②は9月3日（月）～5日（水））

※資格や試験日などの詳細は下記

　へお問い合わせください

　自衛隊福井募集案内所

　　24-3702

簾戸、学習机と椅子、8畳間の上敷

き、8畳用ゴザ、ひな人形ケース入

り（高60巾120奥60）、座布団5枚組、

藤の家具（5段引き出し、高100巾

35奥30）、冷風扇（床置きタイプ、

高65巾60奥20）、シニアカ―（ス

ズキ）、ベビーチェア2つ（低いもの、

座卓用）、座卓（縦90横150高32）、

食卓テーブルと椅子6脚（縦80横

120高70）、ガラステーブル（縦50

横50高40）、ガラステーブル（縦

50横95高36）、押し入収納BOX（キャ

スター付、縦75横29高64）、DVD

ラック（360°回転、100本入、縦

35横35高70）、室内物干しスタン

ド（直径70、上下二段、ピンチ20

棒20）、ストーブガード（枠）（縦

40横60高40）

電子ピアノ、家庭用精米機（100V）、

自動あんま機（座れるもの）、大人

用自転車、子ども用自転車（低学年

用）、戦前の布（木綿、麻、絹、藍、か

すり、しま、さらさ）、ベビーベッド

申込方法　電話で下記まで

※無償の品物のみ取り扱います

※掲載期間は3カ月(自動継続は

しません)

※品物の細かい指定はできません

※掲載品は掲載者が保管

　市民生活課　50-3030

燈籠流し（片山津温泉）

　毎年8月16日に柴山潟で行わ

れるお盆行事のひとつ。柴山潟

の湖上に幾千もの灯がゆらめき、

幻想的な風景が広がります。事

前に予約すれば、燈籠を流すこ

ともできます。（燈籠１基800円）

と　き　8月16日（木）

　　　　20:00～20:50

ところ　片山津温泉　柴山潟

　片山津温泉　愛染寺

　　0761-74-0169

▲ゆっくりと帯のように水面を

流れゆく燈籠 

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

ゆ
ず
り
ま
す

エネルギー 51kcal

タンパク質 1.8g

脂質  0.2g

塩分  0g

トマト 中2個

はちみつ 大さじ1

オレンジジュース（果汁100％）　　1/2カップ

粉ゼラチン 5g

水  大さじ2

ゼラチンを水でふやかす。
トマトは皮（湯むき）と種をとり細かく切る。
鍋に②とはちみつを加え火にかける。
煮立ったら弱火にしてさらにつぶす。
火を止めて①を入れて溶かす。
オレンジジュースを混ぜ、器に注ぎ冷やし固める。
食べる直前にハーブなどの緑を添える。

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

　トマトの赤い色はリコピンという色素によるもので、老化を防

ぐ作用や肌や皮膚を若々しく保つ美容作用、がん予防に効果があ

るといわれています。

　今回はトマトをデザートにしました。さわやかな甘酸っぱさが、

夏の疲れを飛ばしてくれます。トマト嫌いなお子様にもお試しく

ださい。

夏によく食べられている代表的な野菜「トマト」

18平成24年 8月号19 平成24年 8月号

開催
event information

三国地区食生活改善推進員　　　　

かわ  ばた

こ  ばやし

なが が　いち

い　とう

かわ  さき

むら  やま

　区画

2m×2m

2m×3m 

　使用料

172,000円

228,000円

  維持費

31,000円

37,000円

ひろ    の　　　  すみ　こ

あい  ぜん    じ



ふるさと納税
貢献したい思いを形に

　平成20年度の地方税法の改

正により、自治体に対する寄付

金の取り扱いが優遇されました。

これを受け、ふるさとや深くか

かわりのある地域に貢献したい

という思いを生かすために、坂

井市では「寄附による市民参画

条例」を創設しました。

　現在7つの政策メニューを設

定し、寄付金を募集しています。

あなたが実現したい思いを形に

しませんか。

①～③：公募メニュー

④：三国地域自治区提案

⑤：丸岡地域自治区提案

⑥：春江地域自治区提案

⑦：坂井地域自治区提案

　企画情報課　50-3013

楽しい思い出づくり
夏休みおはなしスペシャル

　パネルシアターやブラックラ

イトシアター、工作などで夏休

みを楽しみましょう。

と　き　8月25日(土)11:00～

ところ　さかい図書館

　　　　2階視聴覚室

対　象　幼児～

　さかい図書館　67-2666

“もしも”のために
普通救命講習会

　突然のけがや病気で倒れた人

のために、応急手当の方法を学

んでおきましょう。

　ＡＥＤ（自動体外式除細動器）

の使い方や心肺蘇生法、止血法

が無料で受講できます。講習後

には修了証を交付します。

と　き　8月26日（日）

　　　　9:00～12:00

ところ　嶺北芦原消防署

対　象　本市やあわら市に在住、

　　　　通勤または通学する中

　　　　学生以上の人

定　員　約30人

申込方法　開催日の2日前までに

電話、FAX、メール

で下記へ

　嶺北芦原消防署　　78-4119

　　awara@reihoku-fd.jp

『消費者力クイズ』
抽選でエコグッズを進呈！

　賢い消費生活を送るためにク

イズ形式で楽しみながら知識を

深めましょう。

■消費者力クイズ⑰■

Ｑ．通信販売の説明として正しい

のはどれですか。全部選んで

ください。

ア）8日間のクーリング・オフ期

間がある

イ）テレビショッピングは通信

販売である

ウ）インターネットでの販売は

通信販売である

エ）通信販売の送料は消費者負

担と決められている

応募方法　はがきに①答え②郵便

番号・住所③氏名④年

齢を書いて下記へ送付

応募先　市民生活課

　　　　〒919-0592

　　　　坂井町下新庄1-1

応募締切　9月7日（金）

　市民生活課　50-3030

※7月号の答え…ア、イ、ウ

市民に開かれた議会に
各地で議会報告会

　議員が地域に出向き、議会活動

の状況を直接市民に報告します。

また、議会活動や市政について、

自由に情報・意見を交換できます。

どの会場でも参加自由です。ぜひ

ご参加ください。

　議会事務局　50-3001

健康で安全な生活を
高齢者向けの健康講習会

　高齢者に起こりやすい事故の

予防と手当、生活習慣病予防、

転倒防止体操など赤十字健康生

活支援講習指導員が優しく指導

します。皆様のご参加をお待ち

しています。

と　き　9月4日（火）

　　　　9:30～11:30

ところ　春江中公民館

　春江総合支所福祉課　51-9404

新鮮な野菜や手作り品
対面販売「たけだや夕市」

　「たけだや夕市」は、顔と顔

を向い合せて商品を販売する安

心の市です。ぜひ足をお運びく

ださい。

と　き　8月26日（日）以降の

　　　　第4日曜日

　　　　15:00～17:00

ところ　水車メロディパーク内「た

　　　　けだや」周辺

　たけだや　68-0364

児童文学評論家
赤木かん子氏イベント
◎赤木かん子さんと調べ学習

と　き　9月1日（土）

　　　　10:00～12:00

ところ　まるおか図書館

　　　　2階会議室

対　象　小学3年生～6年生

定　員　30人

申込方法　電話または直接まるおか

　　　　図書館カウンターへ

◎赤木かん子さん講演会

演　題　「読んで欲しい、読んで

あげたい　一緒に読みた

い子どもの本」

と　き　9月1日（土）

　　　　13:30～15:30

ところ　霞の郷

対　象　大人

　まるおか図書館　67-1500

「環境影響評価方法書」
をご覧いただけます

　レンゴー㈱が進める「産業廃

棄物焼却施設設置事業」に関す

る環境影響評価方法書をご覧い

ただけます。これは事業計画の

早い段階で、住民からの意見を

事業に反映するために、県条例

に基づき行うものです。

　環境影響評価方法書には、評

価の対象となる環境項目をレン

ゴー㈱がどのように調べ、どの

ように予測・評価するかを記載

しています。また、事業計画の概

要や目的、現地調査結果などに

基づく地域の自然的状況や社会

的状況も併せて記載しています。

　期間中、方法書を閲覧し、意見

書を提出することができます。

閲覧場所　レンゴー㈱金津事業所、

坂井市役所環境推進課、

あわら市役所、福井県

庁

と　き　7月30日（月）～8月29

　　　　日（水）の平日

　　　　9:00～17:00

　　　　※レンゴーは～20:00

　　　　（土日・祭日を含む）

　レンゴー㈱金津事業所

　　73-1234

　㈱サンワコン環境技術部

　　32-6171

お知らせ
information

開催
event information

①みんなでこどもの安全見

守りたい

②こどもかけこみ所（こども

110番の家）の表示を新設

③公用車に電気自動車（EV）

を導入

④歴史と文化の薫るまちづ

くり事業

⑤「観光地 丸岡城」を全国に

発信する事業

⑥ゆりの里グレードアップ

事業

⑦さかいマイロード事業

        会場

鳴鹿公民館
1F会議室

兵庫公民館
2F大会議室

三国公民館
3F視聴覚室

春江西公民館
1F多目的ホール

   開催日時

8月18日(土)

19:00～

8月19日(日)

19:00～
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おくやみ
6月21日から7月20日までの届け分（敬称略）

おくやみ
今月の
ハッピー
バースデー

今月の
ハッピー
バースデー

ふじ  さわ　    ゆ     え

中島　駿ちゃん
（2歳・坂井町宮領）

父：孝一さん 母：明日香さん

なか  じま　　   しゅん

藤澤 結笑ちゃん
（1歳・丸岡町川上）

父：大士さん 母：香世さん

ひがし　　    み　すず

東　美涼ちゃん
（2歳・丸岡町猪爪）

父：友哉さん 母：美紀さん

アンパンマン大好き�
トイレもできるようになりました！
アンパンマン大好き�
トイレもできるようになりました！

2才になりました。
元気があればなんでもできる！！
お遊び大好きです。

2才になりました。
元気があればなんでもできる！！
お遊び大好きです。

１歳になったよ！！歩けるようになったし、
はやくお姉ちゃんと遊びたいな～�
１歳になったよ！！歩けるようになったし、
はやくお姉ちゃんと遊びたいな～�

始めてみませんか
無理なくできる合気道

　合気道は、勝ち負けを問わず

心身を鍛錬していく武道です。

性別、年齢を問わず、初心者で

も無理なく楽しめます。興味の

ある人は一緒にやりませんか。

と　き　毎週火曜日

　　　　19:30～21:00

ところ　丸岡武道館

会　費　2,500円／月

　　　　※入会金2,500円別途

指導者　笠嶋　哲雄氏（六段）

　　　　大石　一美氏（初段）

　　　　春木　重幸氏（初段）

　福井合気会丸岡

　大石　66-1481 春木　56-8887

第2回坂井市小学生
将棋大会を開催します

　低学年、高学年の部に分か

れて競い合います。対局は予

選リーグを行った後、決勝トー

ナメントを行います。各部1位

～3位まで表彰します。申し込

み不要ですので、日ごろの腕

試しにぜひご参加ください。

と　き　8月19日（日）

　　　　13:00～受付

ところ　兵庫公民館

費　用　500円

　　　　（当日受付時に納入）

　坂井市将棋連盟　坂本

　　090-9767-2633

名　前 行政区年齢名　前 行政区年齢 リニューアルプレイベント
『～凪 Na-gi～』
 
　「凪」とは、海風と陸風が切り

替わる瞬間のこと。日常の生活

から離れゆっくりとした時間

の中で、音楽に耳を傾けたり、

１万個のエコキャンドルを眺

めたりして、人それぞれの凪の

時間をお楽しみください。

と　き　8月19日（日）

　　　　11:00～21:00

　　　　※雨天時は、エコキャ

　　　　　ンドルのみ26日（日）

　　　　　に順延

ところ　三国サンセットビーチ

内　容　・エコキャンドルアート

　　　　・クラフトマーケット

　　　　・ステージイベント

　ゼロプロジェクト事務局　西

　　82-3929

金津高等学校創立30周年
記念式典・講演会

　金津高校の同窓生の皆さまへ。

参加をご希望の場合は、8月末

までにご連絡ください。

と　き　10月6日（土）

　　　　10:00～12:00

ところ　金津高校第1体育館

講　師　堀田　庸元氏

　　　　（第17回卒業生）

　金津高等学校創立30周年記

　念事業実行委員会事務局

　　73-1255

三国町／

玉井　陽子 73 上錦

井上　きよ子 99 岩崎

梅谷　謙次郎 91 新保

　嶋　まさ子 86 宿

五十嵐　道子 92 上台

橋本　久雄 99 梶

籔　佳子 70 御所垣内

岡嶋　敦子 79 桜町

浅田　守 68 温泉

折藤　ハル 96 梶

山　　二子 86 新宿一丁目

丸岡町／

　川　重夫 66  女形谷

花岡　小きく 102  長寿園

吉田　君子 93  上富田

中川　武夫 75 御幸

武曽　サヨ子 85 猪爪新２区

持田　保 87 安田新

坂本　又義 94 山竹田

富田　一男 86 北霞４区

南出　利秋 87 磯部島

早瀬　幸雄 77 一本田福所２区

春江町／

磯野　　造 80 矢島

林　夏子 84 江留上本町

佐藤　なみ子 98 江留上本町

西澤　祥吉 68 正蓮花

西畑　祐一 66 江留上新町

佐藤　一郎 83 江留下屋敷 

坪田　ヒデ子 82 江留中

酒井　稔 77 江留下屋敷

佐藤　愛子 87 中庄

西畠　　子 87 中筋北浦南

坂井町／

石丸　誠 85 木部新保

竹内　岩枝 83 下兵庫

渡邊　ちゑ子 92 長畑

    

名前は全て人名漢字および常用漢字で表記しています。

外国人のための
無料相談会を開催

　在留資格、資格変更、ビザ、雇

用、結婚、国籍などについて、行

政書士が相談に乗ります。

と　き　8月26日（日）

　　　　13:00～16:00

ところ　春江中公民館

　　　　1階応接室

対　象　外国人および関係者

　インターナショナルさかい

　嶋本　080-1956-9493

　（中国語可）

世界の文化紹介講座
「インドネシア共和国」��

　日本の重要なエネルギー供

給国であるインドネシア共和国。

その文化について理解を深め、

友好親善の輪を広げましょう。

入場は無料。クイズなどのアト

ラクションもあります。

と　き　8月25日(土)

　　　　14:00̃16:00

ところ　高椋公民館

講　師　ハリム・ジェシカ氏

　　　　(福井大学留学生)

　インターナショナルさかい

　中村　090-9443-1570

　　tednaka@mx2.fctv.ne.jp

問

問

問

問

にし

ほり   た             よう  いち

しま  もと

なか  むら

かさ  じま

おお  いし

はる    き

かず　み

しげ  ゆき

さか  もと

てつ　お

問問

問

「みんなの掲示板」
「今月のハッピーバースデー」
掲載希望者を募集
　締め切りは、掲載
希望月の前月5日ま
で。希望者多数の場
合は、掲載できない
場合があります。詳
しくは秘書広報課
まで。
　秘書広報課
　　50-3012

凪　三国

22平成24年 8月号23 平成24年 8月号
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みんなの掲示板
The bulletin board of all市民の活動を応援するコーナーです。
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 人　口 94,371人 （＋1 1、－104人）
 男 45,686人 （－  15、－  73人）

 女 48,685人 （＋  16、－  31人）

 世帯数 30,089戸  （＋133、＋322戸） ※（　）内は前月比、前年比

7月1日現在

市の
すがた

なか  やま　　　 はる　と

中山　陽斗ちゃん
（2歳・坂井町北宮領）
父：智史さん 母：美佳さん

やす　や　　　　 こすも

安屋　宇宙ちゃん
（2歳・春江町江留上昭和）
父：優さん 母：由美子さん

 さか    い　   ゆう  へい

牧田　浩季ちゃん
（2歳・春江町江留中）
父：和也さん 母：由香里さん

まき　だ　　　　こう　き  

阪井 悠平ちゃん
（1歳・丸岡町下安田）

父：大介さん 母：英里子さん

「今月のハッピーバースデー」
坂井チャンネル（092ch）にも掲載！
　誕生月の赤ちゃんが、コメント・
写真付き（静止画）で登場します。
ぜひお申し込みください。

2歳になりました☆
プール遊び大好き�
パパにそっくりなコスモです

2歳になりました☆
プール遊び大好き�
パパにそっくりなコスモです

2歳になりました。
毎日元気いっぱいです！！
2歳になりました。
毎日元気いっぱいです！！

祝！2歳！！
夏大好き！海大好き！元気いっぱい！！
�

祝！2歳！！
夏大好き！海大好き！元気いっぱい！！
�

元気いっぱいの悠ちゃん
お兄ちゃん、お友達みんなと仲良く
遊んでね ^ ^

元気いっぱいの悠ちゃん
お兄ちゃん、お友達みんなと仲良く
遊んでね ^ ^

　　　　　  坂井チャンネルからのお知らせ

　ご愛顧いただいておりますケーブルテレビ『坂井チャンネル』は、

９月１日から121chに移行します。詳しくは、下記まで。

　　　　　さかいケーブルテレビお客様センター

　　　　　　　　　０１２０-０５-５７１０
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個
人
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墓
へ

　
　
墓
の
あ
り
方
に
見
る
死
生
観

あ
「

古

▼
五
輪
も
気
温
も
ア
ツ
さ
を
増
し

て
い
ま
す
ね
。
体
操
の
内
村
選
手

が
金
メ
ダ
ル
を
取
っ
た
時
の
「
ど

や
顔
」が
最
高
で
し
た
。努
力
し
て

全
力
で
ぶ
つ
か
っ
て
―
そ
う
し
て

生
ま
れ
る
渾
身
の「
ど
や
顔
」を
求

め
て
、市
内
を
放
浪
し
ま
す
。（
尚
）

▼「
今
に
世
界
へ
行
く
ぞ
」
。
ロ
ン

ド
ン
五
輪
競
泳
・
銅
の
松
田
丈
志

選
手
は
、姉
妹
都
市
・
延
岡
の
出
身
。

無
名
だ
っ
た
６
年
前
、
イ
ベ
ン
ト

で
本
市
を
訪
れ
た
彼
は
、
周
囲
の

は
や
し
立
て
に
も
常
に
控
え
め
で

し
た
。
メ
ダ
ル
レ
ー
ス
後
に
感
謝

を
口
に
し
た
彼
。
そ
の
謙
虚
さ
に

本
物
の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。(

純)

の
世
」や「
黄
泉
の
国
」と
い
っ

た
死
者
の
国
と
い
う
考
え

方
が
い
つ
ご
ろ
生
ま
れ
た
の
か

は
、
は
っ
き
り
と
は
し
て
い
ま

せ
ん
。良

時
代
に
作
ら
れ
た
歴

史
書
『
古
事
記
』
に
、「
イ

ザ
ナ
ギ
は
死
ん
だ
イ
ザ
ナ
ミ
に

あ
う
た
め
に
根
之
堅
洲
国
に

行
っ
た
と
こ
ろ
、
イ
ザ
ナ
ミ
が

見
る
も
お
ぞ
ま
し
い
姿
に
な
っ

て
い
て
、
黄
泉
比
良
坂
を
逃
げ

て
き
た
」
と
い
う
一
節
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
が
日
本
で
最
初
に

描
か
れ
た
死
者
の
国
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
で
は
、
こ
こ
で
描

か
れ
た
よ
う
な
死
者
の
国
の
イ

メ
ー
ジ
が
出
来
上
が
っ
た
の
は

い
つ
ご
ろ
の
こ
と
な
の
で
し
ょ

う
か
。
一
説
に
よ
る
と
、
墓
の

あ
り
方
が
変
わ
っ
た
古
墳
時
代

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

墳
時
代
中
期
ま
で
は
一
つ

の
墓
に
一
人
を
葬
る
こ
と

が
基
本
で
し
た
。
し
か
し
、
中
期

以
降
に
横
穴
式
石
室
墳
と
い
う

古
墳
が
登
場
し
ま
す
。
こ
れ
は

石
で
で
き
た
部
屋
を
持
つ
家
族

単
位
で
使
用
す
る
墓
で
、
古
墳

時
代
終
末
期
ま
で
使
用
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
頃
か
ら
墓
は
、家
族
・

一
族
単
位
の
も
の
と
考
え
ら
れ

始
め
た
よ
う
で
す
。

　
さ
て
、
当
時
は
ま
だ
火
葬
の

習
慣
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か

ら
、
次
の
死
者
を
同
じ
墓
に
葬

る
際
、
人
々
は
遺
体
が
ど
の
よ

う
な
経
過
を
た
ど
っ
て
土
に
還

る
か
を
、
具
体
的
に
目
に
し
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
う
し
た
経
験

か
ら
、
死
ん
だ
イ
ザ
ナ
ミ
が
お

ぞ
ま
し
い
姿
と
し
て
描
か
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
加
え
て
、
真
っ
暗
な
石
の

部
屋
に
入
っ
て
い
く
こ
と
は
、

ま
る
で
こ
の
世
と
は
別
の
世
界

に
入
っ
て
い
く
よ
う
に
感
じ
ら

れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

井
市
内
に
も
横
穴
式
石
室

墳
は
多
数
確
認
さ
れ
て
い

て
、
出
世
山
古
墳
公
園
の
3
号

墳
も
横
穴
式
石
室
墳
で
す
。
石

で
で
き
た
部
屋
は
外
よ
り
も
や

や
ひ
ん
や
り
し
て
い
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
そ
う
で

す
。
横
穴
式
石
室
墳
を
訪
れ
た

時
に
は
、
室
内
の
温
度
の
違
い

を
感
じ
て
涼
ん
で
い
く
の
も
い

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

奈

時代とともに形を変えた古墳16

①三国の出世山古墳公園にある横穴式石室墳の調査中の様子　②復元された①の現状

③④福井市にある水切古墳の横穴式石室墳

広
報

平
成
2
4
年
 8
月
号
　
N
o.7
7

平
成
2
4
年
8
月
9
日
発
行

③

②

①

④

ね
　   

の
　 

か
た
　
す
　 

く
に

よ    

み

よ
も
つ
　 

ひ  

　
ら
　
さ
か

せ
き
し
つ

坂

一人前の温もり。

夢中になる背中。

大笑いする声。

緩みきった寝顔。

子どもの幸せそうな姿に、

自分のしていることは

間違いじゃないんだって思う。

完璧じゃなくていい。

そのとき、そのとき

心を全部傾けていければ。

　　　（丸岡町山竹田）

～坂井市の選択～

公共施設の これから を話そう　…  2
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